
 

    

 

  

   

 

    

 

  

   

 

    

 

  

   

耳河
こ三ニ

金
正ヨ と 文 学 ω

ブミ 庖
μ:a 征

はじめに

これからしばらくの間， r聖書と文学」という主題た追って参りますわけですが，まず如
何なる観点からこの主題を取り扱うかについて述べておきたL、と存じます。

今日文学といえば一般に小説，詩歌，妹、にも小説とL、う形態がその代名詞的存在となって

おり，文学者といえば小説書きのことがまず頭に浮かぶのですが， ドイツ語の "Literatur'‘

という語はより包括的な概念を有しております。身近な例ですが，私の住んでおりましたド

イツの大学町の或る本屋は "Importund Export aller wissenschaftlichen Literatur"と

いう看板を出しておりましたが、 "wissenschaftliche Literatur“を f学術的文学J~こ訳

してはおかしいわけで，この場合 "Literatur"は「文学」ではなく「文献jの意で，看板

は!ーあらゆる学術文献(又は学術図書)の輪入と輸出」ということになります。私共がお噴

称している言葉の芸術としての狭義の文学の意味合いをより明白に言うためには，p!i:e
schδne Literatur“と言うのが普通ではないと存じます。更に"Litera tur"の語振で、ある

ラテン語 "littera“の復数 "litterae“まで遡ってみますと，狭義の文学や警かれた寵銀

の意味は勿論ですが， leaning， scholarship， 1iberal education，をも意味しえる言葉であ

るわけで，私はこの広義の意味での "litterae" に関わっている者として狭義の女学に接近

を試みてみたいと存じます。言葉の芸術としての文学が人間精梓の多様な現象形態の}つで

ある以上，哲学，宗教，美術，音楽等、{也の精神の現象形態と無関係にある饗はなく，むL

ろこれら多様な現象との関係において文学を見ることは私共の文学理解の地平を豊かなもの

としてくれることと思われるからで‘す。

標題のもう-方の「聖書」を考えますと，私共の主題の下では聖書喜の持つ支学栓について

考えることも可能であります。聖書は一人の人物の言行録でもなく，一人の著、者によって警

かれたものでもなく，一千年以との長い期間に亘って警かれた諸文書が66巻に結集されたも

のであり， I日約聖書の39の文書と27の新約文書とから成りたっております。 r日約聖書を考

えてみますと，律法と現言者と諸警の三つに大別されるのが普通でありますが，このやで話

番という分類に入る，イスラエノLの宗教的仔情詩の集大成である詩篇であるとか雅歌，或い

はヨプ記といったものはまさにすぐれた創作としての文学の領域に入るものであり，世界文

学史の上での欠くことの出来ない文学作品と申すことが出来ます。しかし今回はそうした聖

書そのものの文学性の問題ではなく，文学が創り出され受容される社会のエートスとしての

聖書について考えて見たし、と思います。部ちまず第ーに文学者を生み出し作品を受容する社

会とキリスト教との関わり，次に作家ないし作品と聖書思想、とがど、の様に関わっているかを

こ・三の仔lJについて考えてみたいと存じますO
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市民社会とキリスト教

今回の講座の主題のーっとして「文学と都市ーベルリン」という)也自のございます様に，

風土とそこにおける文化形成の密接な関係はいうまでもないことで，ベルリンを考えてみま

しても，歴史的に地方分権の気風の強いドイツにあって19世紀後半のプロイセンによる国家

統一以来，政治的には全ドイツ的都市としての性格を身におびながらも，文化的にはフラン

スのパリの如く，喰一無この道都としての位置を必ずしも占めてはおらず，更に第二次大戦

後は東西ドイツの分裂という政治状勢の中で，特殊な形態と運命とを諜せられたベルリンと

いう都市が，そこで営まれる人間生活とその生み出す文学に独特の影を投じている事を指摘

出来ると思われますが，この風土と文化形成の関係の問題は直ちに私共を歴史的地理的に一

つの纏りを持つ世界個有のエートスの問題，即ちその世界の構成員の共有する世界理解と行

動の根源的規範の考察へと導いて行きます。近年広く話題を11乎び，一連の日本人論の現出を

促したイザヤ・ベンタサンは1ム共B本人のエートスを問題とし，それを「日本数Jと総括し

ているわけで、す。

さて私共がヨオロッパを考える際に.f子細に見ればヨオロッパは決して)つではなく，ゲ

ルマン系とラテン系の民族とではその恨本的気質において随分違っているわけてーす。 トョイツ

とフランスの二つだけを考えてみてを，一般民衆はヨオロッパ人の:宮、識よりもドイツ人，フ

ランス人として恐らく艮本人以上に強烈な国民意識を持って生活しており，その菌民性の相

違は地続きのヨオロッパで国境線を越えた途端に変わるIllyや村のた Lずまいにもおのずと感

ぜられるわけですが，こうして一方で極めて明確な民族ないし国民意識を持ちつつ，他方に

おし、て共通の精神的世界に呼吸していることも否定出来ないことで，その共通の精神的世界

をなくしているのはローマを媒介として汎ョオロッパ的なものとなった古典ギリシアの精神

的伝統とキリスト教とであ'ります。私共はこのヨオロッパ精神の根をヘレニズムとヘブライ

ズムという呼び方で原理的には区別し得るのですが，現実には両者は相互に絡み合いキザス

ト教的ヒューマニズムとして一体化してヨオロッバの形成原理を成してきたわけでーす。この

二つの原理の根源的違いの意識をもたらし，各々が独立の原理として歩み出したのがルネサ

ンスと宗教改革であり，これら二つの原理の結合に対する一つの決定的な破産宣告をニーチ

ェやキルケゴールに見ることが出来ると思います。我が圏でも多くの訳本を通じて読まれて

いるドイツの哲学史家K・レーヴィットの指摘する様に，更に今日のヨオロッパを支配して

いるのは汎世界的な技術的文明であって. rそれはギリシャーキリスト教的遺産をどんどん
掘り尽し，掘り崩し，ついには，もはやギリシャ的でもキリスト教的でもない一つの歴史的

な世界と一つの思惟様式とを生むに至っているJ(2) という状況も否定出来ないでしょうが，

しかし古いヨオロッパは決して消え去ったわけではなく大多数の人々は新しい支配原理と古

い伝統とを同時に生きていると申すべきでありましょう。

曽て経済史家大場久雄氏が現代という時代は世界史を横に倒した様な時代. ~pち古代的な
ものから現代的なものまでが，この地上の様々な地域において同時に並立し生きられている

時代と述べておりましたがω，それは私共他人の日常性についても言えることで，私達は決

して単純一様に現代人として生きているわけではなく，古代人，中世人の心性をも向時に生
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きているのであって，風土性と共に歴史性からも逃れることは出米ないので、すo J文程新しい

支配原理がその世界を動かしている時代にあって，大多数のヨオロッパ人は依然、として古い

ヨオロッパの伝統に生きており，社会における伝統の重みと持続力とは私共日本の社会より

ずっと強いのではないかというのが偽らざる印象です。

つまり私達はそれを変らない制度的な形において具体的に体験出来るわけです。フランク

フルトからフライブノレクまでの汽車の旅で初めてドイツの風土に援して最も印象的であった

のは左側の車窓に遠く近く延々と続くシュウ、アノレツヴァノレトのまさに「黒L、森Joj名に応し

いうっそうたる針葉樹林もさることながら，次々に過ぎ去る大小の集落の中心に必ず捺立っ

ている新18の教会の塔でした。大{誌の場合その塔に風見や時計が動いていることが象徴する

様に，教会は現実に生きた存在で-あり，その集落の精神共同体のや心たる位置を失ってはL、

ないので、す。勿論それは理想的な姿で‘生きているとばかりは言えず，実質的に密教として

の位置を占め，牧師は特別公務員という社会におけるキリスト教，又教会というものは， 日

本の小さく貧しい教会の姿とは呉なっております。日本の小さな教会の方がより EI覚的な信

仰者の群によって支えられていると言えるかも知れませんO トイツ連邦共和国〈西ドイツ)

国民の約95%を占めるキリスト教徒の内(4)，熱心に毎日曜の礼拝に出席するのは10%程度で

はないかとも聞きましたし，叉何よりも語られるキリスト教のメグセ{ジが本来的なものを

正しく伝えているかといった神学的の問題は当然あるわけですが，住民登録lと際してほ必ず

宗教欄に自分の宗教を繋き込み，税の一部として，:J'11によって率ほ異るそうですが長所得税

の約一割の教会税を収める。それも菌の徴税機関が徴収して教会の金厳に相当額を払い込む

わけですが，圧倒的大多数の人々はこうした制度に疑問や矛盾を感じてはおりまぜん。

学校教育においては初等教育からギムナジウムー高等学校まで宗教即ちキりスト教の時閣

があり，聖撃とキリスト教的伝統についての知識を身につける。つまり白木でなわ私的な機

関でなされる宗教教育が，公的な教育I機幾関でなされ小供j違墨は?脊寄つてしいミくわ{け寸て
民の大多数‘ 95%のドイツ人はたとえ白耀EHこ熱心に礼拝に出席すること時なくとも自らを

キリスト者と考え，キリスト教の真理性に強いて疑問を感じることなく，様々なキP久ト教

的制度や機関をその必須の構成要素とする社会のやで，聖書やギリ久ト教的伝統を氷や空気

の様にして生活しているので、す。

そうした社会の例のーっとしてト、イツの日曜日のことをお話し致したいと思、います。悶曜、

日，それは単なる休日ではなく，聖なる安患白であり，了度私共が亙月元旦に感じるあのす

がすがしい静けさを思いうかべていただければひ.ったりするので‘はないでしょうか。早朝か

ら教会の鐘がなり，それがかえって周囲の静寂を際立たせます。潟庖はすっかり賠を閉め，

週日と変りなくfJ弘、ているのは駅，ホテル，レストランであり，何軒かの菓子商と花屋が時

間を限って屈を開け，人々はどこへ行ったかと患う程に罰Iは森閑としてしまいます。又夜、共

が日曜日にする仕事，大掃除，洗濯，洗車とかは考えられませ/同日曜日に洗濯物を外に

干すなどとんでもないことで，実際学生の下宿の裏に二三日米そのま Lになっている洗濯物

が偶々見られるぐらいなものでしょう O 私のおりました町の，あるアパートに住んでおりま

した日本人が，日曜日の朝電気掃除機を使っていたところ，アパートの防音がしっかりして

L 、なかったのは不運で、したが，早速下の住人がやって来て，今日は安息日だからやめて欲し

い，と言われたことがありました。安患日は自分が働かないだけでなく，他人の安患を，そ
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れも実際的にもそして恐らく心理的にも妨げてはならないのです。礼伴と散歩と訪問，殊に

も病院への見舞，それでなければ他人に迷惑を掛けない森の'1"へ遠足に行しこれらが聖な

る安息日に応しい内容となります。

この様な社会においてキリスト教は余りにも習俗化してしまL、，キリスト教があくまで l~l

己の外にあって不断に自己に対決を迫り，又信仰者は外部世界に対しても常に一種の緊張状

態にあるといった，異教世界において見られる信仰的緊仮の度合は薄れ，ほとんど意識には

のぼらないわけて、すo しかし他方，こうしたキリスト教社会においては，キリスト教の伝統

はガ1]1.、時からの生活の全体を通して体験的感覚的に生の内面にまで浸透し，魂の基調を決定

していると$せましょう O ドイツ人のメンタルティはあの戦争によっても少しも変わらなか

ったとしばしば開きますが，確かにドイツは日本同様の敗戦を味わい，多くの都市は徹底的

に破壊されたにもか Lわらず，教会の組織と初等教育ーから大学に到るまで‘の教育制度とい

う，社会のメンタルティを形成し保持する為の二つの中総的制度が， ドイツ社会を構成する

様々の制度，組織の中で，ナチス以前，ナチスの時代，更に現在にがjるまで恐らく最も改変

を被ってし、ないものであることを考えると，この社会におけるキリスト教的伝統の重みの程

を知ることが出来ると忠われます。ですから現実の政治においても反キリスト教的，反教会

的政策を正面切って出すことは非常な冒険となります。現在の政権担当者である SP D (トー

イツ社会民主党〉が政権の~につき得たのも， 1959年のゴーテスベルク綱領においてマルク

ス主義的階級政党の衣を棄て，同時に反教会的立場を棄てることによって国民の支持を{辱る

ことが出来たからであり， しかも進歩的自由主義の立場に立つ小数政党FD P (自由民主

党〉との連立によって辛うじて政権の座を保っているのです。 1974年後半，バイエノレン，へ

ッセン，ノルドハイム・ヴェストファーレンの諸ナHで行なわれた地方選挙において，そのi宣

言iiに，自由主義の立場から画家と教会の分離を縫進する姿勢をはっきり打ちし出た FDP
が，以前にも治して議席を減らす結果になったことも， ドイツにおいて教会的伝統がどのよ

うな力を持っているかを示すーっの指標と克ることが出来ると思われます。

以上体験の中からいくつかの例を挙げて参りましたが，キジスト教はドイツ人とトイツ社

会の基調となっており，この様な世界にト』イツ文学fi生れ，受容されているので、す。私共は

世界文学の一環として iごイツ文学を受け取り，世界文学，長!lち普遍的な文学として読んでお

ります。しかし文学は初めから世界文学として警かれるのではなく， ドイツ文学はあくまで

ドイツ人の文学として彼らの精神的世界を背景とし，彼らの経験する世界の問題を荷い，ま

ずドイツ人に読まれることを予想して創造されるものなのではないでしょうか。そしてその

精神的世界とは長く，そして今なおキリスト教によって深く養われている世界なのです。

市民社会と文学者

さて，これまではそこで文学が生まれ受容される社会に視点を定めて参りましたが，今度

は文学を生み出す仮IJに視点を向けて見ましょうO 文学者は社会に対し如何なる関係に立って

いるのでしょうか。この問題に関して{乍家遠藤周作氏は輿味深い発言をしております。ゴシ

ックの大聖堂に対面して彼はこう考えます。 fカテドラノしができた中役時代は，後世さまざ

まの抑似あるにせよ，たしかに，それ以後，人間社会が全く喪ってしまっ主治3以品写み
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あったのである。カテドラルの芸術は，この基督教精神共肉体における芸術のあり方をしめ
ヴイトロオ

している， (中略〉まず色硝子焼絵硝子であるO フ、ルジェ聖堂の色硝子は放蕩息子の生涯の

ような聖書中の寓話を11慎々に描L、ている。後年ノレオーに徹底的な影響をあたえた，この驚嘆

すべき芸術作品をだれが創ったのかはわからなL、。作者は今日の芸術家のように自分の作品

に署名しなかったからだ。工匠たちは署名する意義をみとめなかったのに違いなし、。(中

略〉た人その代り，一組，一組の色硝子に，ぼくらは次のような文字を認めることができ
コJν"'ヲvイオン・ コパ〆ポヲジイオン・コJレポラ γイオン・・・ コJレポラ γイオν

る。革製造人組合，粉屋組合，毛皮製造組合。精神共同体を組織している各組合は職業こそ

ことなれ，その精神形態と信仰!とでは一致していた。彼等がそれに芸術的表現を与えようと

する時，同じ信仰をもった工匠がその為に働いた。従って工匠たちは自分の創作品に個人意

識を力調する意義をみとめなかったのて、あるO 哀の製作者は彼自身というよりは紐会によっ

て結ばれた精神共同体だからだ。彼等が署名しなかった秘、密はそこにあったJo(お この遠藤

氏の作家的直感は，ヨオロッパにおける中位と現代との芸術家とその社会との関係に見られ

る本質的違いをはっきりと把えているo 中i止の芸術の担い手たる工置が個人意識を強調して

L 、なL、。その必要を感じない程に彼らと社会とは一つの精神共同体の内部に包摂されてL、た

わけです。近代以降の芸術家としての文学者はこの様な中世の工匠芸術家の世界とは全く呉

った|立界に生きてL、ることは』、うまでもありません。創造の主体は芸術家の背後にある精神

共同体ではなく，芸術家の内なる fl~1人意識であるからです。ルネサンス以来芸術家はこの創

造的主体としての自己を次第に強固に確立することによって，かの精神・共同体から盛己を対

立させ，孤立させてきました。近代においても芸術を生み出す者の精神世界は芸術を受容す

る側の世界のそれと相お L うことは勿論ですが，単にそれだけにとどまらず，芸術家に誌面

己意識というもう一つの世界があるのであり，彼は一つの歴史的地理的世界においてニつの

精神的世界を生きていると申せます。芸術家は二つの世界に生きる二重生活者と1..-ての矛盾

相主iを身に負わねばならないわけで， T・マンのあの美しも、短篇「トニオ・クレ←グル」が
そうした芸術家の運命を主j也、としておりますのは御承知の通りですd 芸術家が自らを，そこ

において最早完全には定住し得ない者として見出さざるを得ない市民的世界とは， ドイツを

秒IJとして先に見たキリスト教的な市民社会であります。

それで、はキリスト教は近代以降の芸術，文学にとって本質的意義を金〈喪失してじまって

いるのでしょうか。もしそうであれば私共にとって襲撃と文学という問題は，ヨオJ'l"/バ文

学には歴史的，社会的に素材や背景にキリスト教的な事柄が多く出てくるので，その理解の

為にキリスト教についての予備知識を豊富にせねばなりません，と言えば済んでしまう副次

的問題になってしまいます。もっとも現実にはキリスト教の用語や概念に関する私共の予備

知識の不足が，多くの作品の受容や理解を妨げていることは申すまでもないことて‘す。翻訳

を通じて外国文学に接する私共一般読者が，唯，文学史の上でしか名前を知るに過ぎない宗

教的作家，作品がどれほどあることでしょうO

しかし，近代以降においても聖書的思想は本質的な意味で，多くのすぐれた作品の存立そ

のものを決定する仕方でヨオロッバ文学に関わっております。それを具体的に見てみましょ

う。
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ヴェルレーヌとキリスト教

「秋の自の/ヴィオロンの/ためいきの/身にしみて/ひたぶるに/うら悲"lJ0 の上回

敏の名訳で知られている，フランスの象徴派詩人， p・ヴェルレーヌの場合を考えてみまし

ょう。私共において彼が読まれ知られているのは，この「駄の歌」や姻iコ大宅の訳で知られ

る， 南こ雨の降るごとく/わが心にも涙ふるo /かくも心ににじみ入る/ζのかなしみは
何やらん?Jといった，叙情的，音楽的，感傷的な詩ゾヘとじてのグェノレレ戸ヌであり，或は

酒と女犯溺れるデカ夕、、ンの代名詞としてのヴェルレーヌではないでしょうか。彼はランボー

との向棲の破綻からランボーにピストノレを発射するという事件を起こし，その結果約二年の

間獄中での生活を体験します。その間，妻から離婚されるということもあって』つの精神の

根源的危機を経験し，獄中で1毎し、改めて自ら望んで聖体拝受を受け，カトリックへのi回帰が
起こります。その中から第五詩集「叡智jに収められている，深い宗教性を有した一連の詩

が生まれたので、すが，私達はこの毒事実をどれ程詳締し得るでしょうかo シュアレスは rlr叡

智』はフランス語て・警かれたもっとも美しい詩篇だ。それは音楽にうたわれたノミスカルであ

り， Irイエスの秘蹟』のパスカノレなのだoJω と詳し，堀口大学氏は訳詩集の解説に次の様

なユイスマンの言葉をヲIJ脅している。 Iカソザック教会は詩人ヴェルレーヌのうちに，中tJJ:

紀以来最大の詩人を持った。数世紀このかた，唯一の例外として，この詩人は，嫌擦と純潔
うたぐち はじらい

の:歌口を，訴えるような含葦の祈願を，小児のようなよろこびを，こうしたすべて，ルネッ

サンス以来忘れられていたものを， I!.!.l復してくれた。(以下略)Jo(7)かく評されるグェル

レーヌを私共はど';h程理解できるでしょうか。これら問歯人の評価に「然りJと共鳴し得る

でしょうか。我が国の最高の知性の一人であり，フランス文学の最高の理解者の一人であっ
た鈴木信太郎氏が i叡智」の制ホに除し丈高つ，-， 、/，;)'-ζは倒的 '-'*1双山'-? 0 I U 'itλ省』山

中核をなす第二部に，最も美しい詩篇が含まれてしる。，;/ェノLレェヌの信仰iは，極めて単純

で極めて敬度で，極めて穏和で，教濯を究める努力もなく，教殺を象徴に訴える華麗もな

く，形式の美しさもなし、。しかしこ Lに歌われた赤心の襟形の真面白さ，その飛擢，只神を

信ずる者の謙遜t~無我の意向の上に透写された言葉，そこに魅力も価値も存する。詩人の心

は善と悪との罰Vこ振動し闘争する冥想だけである。従って，美しL、けれども単調である。純

粋ーではあるが退屈であるO 私はこれらの詩を翻訳することが出来なかった，私には純真さが

足のないゆえである。形骸のみの説明に堕してしまふからである」。叩こうして「叡智Jの

訳としてはl也 「大いなる黒き眠りは/生命の上に落ち来る。/眠れ，あらゆる願望ょ，メ

眠れ， あらゆる欲望よ。/…..J。或いは「屋根の上なる大空は/膏し，静けし。/屋根の
しゅろ ゅナ

上なる掠欄の樹は/枝を揺れり。/…'J等，詩集の中でも，様々な、る主題を歌うた「印象

あり，時には全く宗教的感情を離れた詩もある『言葉なき恋歌』の霊感の延長を示している

j(9)，第三部から宗教的感情とは無綾な幾つかの符情的詩を訳出しているだけなので、す。(0)

先に引用した氏の言葉の後半には，日本人らしい正直さと潔癖さがはっきりと現れてい

るのですが，それは問時に私共の限界をも代弁しております。大多数の日本人にとって第二

部は単調で退屈で，形骸のみの言葉の羅列を見出すばかりなのです。氏の告白は，それは問

時に多くの日本人を代弁していると思われますが，前半の解説の言葉が真にヴェルレーヌの
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宗教詩への内的共鳴から生れたものでないことを暴露しており，先の同国人の評価と考え合

わせる必，私共の活欧文学理解にとってキリスト教の本質的，内面的~Uq干の欠如が大きな顕

:きの石であることが明らになります。

鈴木信太郎氏ばかりでなく，恐らく，大部分の日本人にとって，ヴェルレーヌは「叡智」

なしの詩人でも一向にかまわないのです。それどころか「私小説」を生み出す母胎である，

生活と文学とを密着させて考える，私共に強度に見られる性癖からすれば，出獄後彼が結局

は過去の生活とi司じ歩みを繰り返すこととなり，全くの生活破綻者として悲惨極まりない晩

年を過:ごしたことを見る時，獄中における強烈な宗教心の発動とカ.トリックへの突然の@帰

も，一つのエピソードの意味しか持たないでありましょう O しかしヨオロッパの文学史ない

しは精神史にとっては，あの世紀末と呼ばれ，同時代人ニーチェがその時代と文化に「神は

死んだJと宣告した市民文化の繍熟期，市民的俗物性が最も顕わになった時代に，この一人

のアウトサイターによって時代の精神を突主抜けて，類稀な一計二の宗教詩が生み出されたこ

とは，た Xならぬ事件と市さねばならないでありましょう。 r叡智」は詩の中に単に美しさ
のみならず，笑存ヘの根源的語りかけを求める者に対して強、く迫る{克信を持っております。

それは当時の市民的俗物性への痛烈な批判であり，又，芸術の本質は美であり，芸術は美し

くありさえすればよいとする「芸術の為の芸術」の旗の fにあった，当時の有力な一つの芸

術的立場に対する批判ともなっております。

「叡智Jは詩人が，あの中世の修道僧の加し生涯克己精進することを通し，努めに務め

た結果生れたものではありません。一連の宗教詩は，長い間望みながらも許されなかった，

聖体拝受の希望が容れられたその一週間内に一気に書き上げられた(11入ということですから

それは」つの限界状況の中で，いわば天啓の如く被に与えられたものと申せます。しかLこ

うした事態の生起し得るという事，それが精神的伝統の有する，不可視のしかし無限の力と

いうものでありましょう o r主よ」よ呼び掛ける「叡智」の一連の詩は，その本質において
近代を越え中1止を通り抜け，進か113約聖裏の「詩篇」へと直接していると言っても過言では

ないでしょう O

モーリヤック， iテレーズ・デスケイルゥjと聖書

次にカトリック作家とi呼ばれるモーリヤックの場合を考えてみましょう。フランスは.A

・シュヴァイツアーの出身地アルザス地方を除いて宗教的にはカトリッタの国であります。

1979年の大革命以来，国家と教会とが分離され，例えば教育に関しても宗教教育の廃止，大

学からの神学部の分離一一ー但しアルザ、スのストラスプール大学だけは例外一ーとしづ顕著な

形を取っております。カトリック信仰は民衆の中で根強く J&Jづし、ているわけて、すが，思想的

にはカトリックも他のイデオロギ{と同列であり，最lf!-正統の名を掲げ得ず，諸々の思想の

嘗長でもありません。むしろこうした状況て、あればこそ，カトリシズムを自覚的に自己の思

想的立場とする思想家や作家がし、ると$せましょう。文学史を開きますとP.ブールジェ，
Ch ・ベギー， P・クローデノレ，そしてF・モーりヤッグ等がカトリック作家の代表的な名と

Lて挙げられております。しかし，クロ~デノレがA'ジードと並び称される程に，二十世紀

前半の文学史上霊要な位置を占めながら余り知られていないし， Ch・ベギーはごく限られ
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た研究家の間で、存在しているに過ぎないのですが，こうした事の最大の原因はキリスト教に

あると思われます。外国文学を読む際，夜、共に取って最も手近な媒体である岩波，角J11.新

潮の文庫本の中にモーリヤック以外の作品を捜し出すことは出来ません。モーリヤックに関

しては幸い新潮文庫に「愛の砂漠J. Iテレーズ・デスケイノレウJ. 1イエスの生涯」のさEつ

が訳出されていて手軽に読むことが出来ます。

ところでこれらの作家がカトリック作家と呼ばれるのは，披らが京教色の濃い作品を議

き，或L、はカトリシズムの宣伝や護教の為の文学活動をしているからなのでしょうか。これら

の人々の作品の幾つかは宗教的な世界に素材を求めており，それらはカトリックの教義や典

礼に関する知識なしには充分理解出来ないでしょうし，数多い作品の中には護教文学的なも

のもあるかも知れません，又群小のカトリック作家の中には文学的に何ら価値の認められな

L 、者のある事は予想されることです。しかし真にカトリック作家とi呼び得る為には，彼らに

おいて信仰が作品を生み出す精神活動と根源的，有機的に結合しており， しかもその結合こ

そが作品の有する独自の世界と価値とを創り出す本質契機となっているので、なければならな

いと思われます。私共はこの問題に対するさ Lやかな接近を「テレース・デスケイルウJと

いう作品において試みたL、と思います。

現実と回想とを複雑に交叉させながら，そのやで級密な心理分析が積み重ねられて物語の

進展するこの小説の梗概を，その起を失わずに子短かに述べることは困難であり，是非読ん

でL、たどきたし、のですが，大量各次の様な物語で、す。テレーズ・デスケイルウという人警が夫

の毒殺未遂事件を起こす。それは，むしろ自ら望んだ結婚生活が，結婚のその日から彼女に

失望をもたらし，孤独という無限地獄へと彼女をj也、やるだけであったからです。惑は発覚

し裁判に附されるのですが，家名と世間体を重んずる夫や父の工作で免訴になる。物語はこ

の免訴の判決を受け，裁判所から夫と娘の待つアノレジュルーズの邸へ帰るテレーズの寝中で

の回想が主要な内容をなし，私共はテレースの@想を通して，なぜ彼女が事件を引き起こす

に到ったかを知るのて‘すO 家に戻ったテレーズは体屈を重んずる夫の命令で，世間に対して

は如何にも夫婦が和合している印象を与える生活を続ける。しかしこ人の間に伺の鮮もあろ

うはずがなし、。二人の内部そして彼らの間には，モーリヤックの5iIJの作品の題名となってい

る. I愛の砂漠」が黒々と広がっているば7かりである。やがてテ νースはノξリで一人で暮ら

すことが許されるO デスケイルウ家の名誉の為に，二人そろっているところを人に見せる必

要のある儀式の場合以外は彼女は自由である。パリのカフェで夫と別れた彼女は Iミディ

のランドの!f!/<こ横たわっている彼女のからだが，蟻や野良犬をひきつけたであろうように，

こLでも，彼女は，はやくも，自分の肉体のまわりに，えたいの知れぬぎわめきを，何かの

うず巻く気配を，予感J(2)する。それは決して11青々とした解放感といえるものではない。

や苧守次の様な描写で終っております。 r-この国を愛し，あるいはあの菌を愛す，松林か
かえでか，大洋か，野原か，それはどうでもい Lことではないのか?生きているものだけ

が，血と肉tを盛っている存在だけが，彼女の関心をi乎ぶ。 w私がだいじに思うのは，石造り

の建物ばかりの町でもなければ，講演会でも，美術館でもなL、。そこに動いている生きた林

が，私にはたいせつなのだ。どんな嵐よりも猛威をふるう情熱が穴をあける林。夜のアノレジ

ユルーズの松林のうめきが私の心を動かしたのは，それが人間の3み告と Lか開こえなかっ
たからではないのか』テレーズは少し欽み，たくさんタバコをふかしたoみちたりた女のよ
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うに一人で笑った。念入りに，頬と底のベにをひきなおした。それから，往来に出ると，あ

てもな〈歩き出したJC13)。

この最後の描写でもおわかりの様に，物語りは終ってもテレーズの運命はなお黒々とした

未来へと投げ出されております。この物語は何らキリスト教的なものに素材を求めたもので

はありませんし，更にテレーズを通して，モーリヤックは聖女を措こうとしているのでもな

ければ，逆に一人の罪深い女の救われる過程を描いているのでもありません。アルジュルー

ズの rw道111高に合わせて作られた』人間j(J4) のつくる家という「無数の生きた格子でかこま
れ℃いるおり jC1めから逃れて，望んでいた通り， rlr存在を持っている人々』の仲間j(仰の世

界へ， rついには住む星を変えるj(l7)ことが実現した彼女の自由の未来は， あてのない荒
涼たる自由の枇界であり，先に引用した物語の結末の描写，又次の文章はそれを暗示してお

ります。 r彼女の未来の生活にも夜あけはあろう。頭は思い描くこともできないような生活
の夜あけ，あまりにも荒涼たる夜あけ，おそらくはアルジュルースのめざめの時刻を，数知

れぬ雄鶏の声をそろえたどよめきを，なつかしく思い出すかもしれないほどの，荒涼たる夜

あけがあるであろう o (中略〉パ人もはや，幹の裂けた松林で‘はたく，おそろしい人間の

林，樹木の群集ではなく，人間の群集jo(18)

テレーズの世界，それは生の根源的な不安と退屈とが露になった世界で‘ある。虚無主hづ

「テレースの胸の中に住むあの腿虫類j(]9)がそのむさぼっていた冬眠からさめてしまった

ために，或いはその腿虫類を見つけたために，同時に彼女を掴む世界は， r撮りたい禽怠，
すべての高い仕事の欠除，すべての高次の義務の欠除，日々の低級な習慣以外院は侭ととも

期待することができないと L寸事実，一一慰安のすべのない孤独感j(20)で満ちたーものとして

露になる。世界は彼女がそれに一体化し，安住できる場所で、はない。こり世界の中で r孤
独がテレーズの身にこびりついているありさまは，顕患者に潰擦がつき主とみているより以

上ではないかj(2l)。彼女にとってこの世界ほ，単にそこに投げ込まれたに過ぎぬ異郷であ

り，生は死である。テレーズはこの世に生きる限り r永久の孤独という芳oの宣告を受げた
女j(22)として r生の中の死。彼女は死を味わう O 生きている人間が味わトうる限りの燕を
味わう j(23)ので、すO

虚無，倦怠，孤独。それらの受肉としてのテレ{ブを描くそ←リヤ担グには，徹底的たλ

間の凝視にその本質的な意義を置し現代の多くの作家に共通する地平を認める ζ とが出釆

るでしょう。彼はカトリックの作家であると同時に現代の作家なのです。

現代，それは古典ギリシアの文化がアテナイにおいてその頂点に登りつめた時代，ソフ

ィストのプロタゴラスが言った「万物の尺度は人間である」という言葉がのそのを L妥当す

る様な，人間の自律性，可能性が神に代って世界支配の首盛を纂奪し得たかの様相を呈して

いる時代であるが，他方人間が人間にとって最大の謎となっている時でもあると言えます。

古代末期グノーシス主義者と称される哲学的宗教者が次の始き言葉に総括した関が，広く時

代の問となっている。彼はかく問います。 r我々は誰であったのか。我々は何になってしま
ったのか。我々はし、ずこにいたのか。我々はどこへ投げ込まれたのか，いずこへ急いでいる

のか。我々はどこから救い出されるのか。誕生とは何か。新生とは何かj(24)。文学者は現代

におけるこうした問の有力な担い手と申すことが出来ます。人間世界の混沌を混沌のま与に

描き，その中で精徴な心理分析をもって入間を凝視しようとするそーリヤックはすぐれて現



 

 

 

 

10 

伎の作家なので、す。

しかしこの「テレーズ」という作品をその源初的な位相において理解しようとするなら

ば，そこt乙疑いもなく聖書が大きく影を落しているのを無捜することは出来ま4主ん。

テレーズは免訴になって家に帰る夜行列車の中で少女時代をIill想数しますが，それは「こ

のうえもなくよごれた河のよ走もLの雪」仰，全き清浄な世界として回帰するのです。 r婚
姻の汚れとのコントラストj(26) においてIill想される少女時代は，清浄で純粋な失なわれた

世界として回帰する。彼女はこう考えます。 r-妻と母との時代のむこうの学校は，天障とし
て私にあらわれる。あの頃私は意識していなかった。あの人生以前の生活で‘ある年月は，私

が自分の本当の生活を生活していたということを， どうして知ることができたろうか?J(27) 

失なわれた世界としての「少女時代そのものが一つの終りであるO 到達点であるj(28)。この

少女期への激しい憧景，それはあの失楽園の物語を生み出したj日約の人々の魂と間質のもの

ではないでしょうか。 Iテレーズ・デスケイルウ」は一つのすぐれた，現代のパラダイス・

胃ストの物語であると思われます。この泰退官された吉村善夫教授は..孜が留のドストニ巳フ

スキイ研究に広くみられる畜点. Iキリスト教信仰iに対する的機な恕解の欠如」を指適し，

ドストエブスキイの物語がすぐれた意味で聖書の註解警であり，氏は lトストエフスキイを

理解するにあたって，そのもっとも根本的な点においては聖撃をその最善の鍵，というより

唯一の鍵としたoあるいは逆に Fストエフスキイに教えられつつ製薬を読んだJと述べて

おられますが， (29). 同様にこのモーリヤックの物語も，鋭位記冒頭のアタムとェハの物語の

一つの註解として，又逆に!テレース」理解の最善の鍵をあの創造と堕落の物語に見ること

が出来るでLょう。

‘アダムとエノくは善悪を知る木の実を食べ神に背いた，つまり罪を犯したが，それは蛇の誘

惑によってであったと書かれております。テレースは夫を毒殺しようとするo しかしそれは

まず断面たる意志があり，そのJ二に立てられた綿密な殺人計画によってではなく. 11悶々夫が

他の事に気を耳元られ，治療薬として用いていたヒ素の点滴量を間違えたことが，彼女を行為

へと誘うきっかけとなるのです。アダムとエハの場合，きっかけは蛇のことばという外から

の誘いでありますから，やがて彼らに対して. r食べるなと命じておいた木から，あなたは
取って食ベたのか」と詰問する神に対して，ア夕、ムもエノくも夫々自分の部の言い逃れを致し

ますし，自分以外に原因を帰するのです。テレーズも同様でありますO 彼女は次の様に考え:

ます。 r私は，自分の努を知っていなL、。人が私に着せている罪を犯すつもりはなかった。
自分が何をするつもりだったのか，自分にはわからなL、。自分の身うちに，それからまた自

分の外に，あのがむし:やらな力が，何をめざして働いたのか，一度も自分にはわからなかっ

た。そのブ3が進んでゆく途中で，破壊したもの，それには自分自身うちひしがれ，ひ、っくり

したで、はないか・.....J(30)。

ー私共は「テレーズJの物語と共に倉IJ世記冒頭の物語を読むことによって，議Ij世:記が極めて

身近な物語りとなり，又テレーズの問題が一人の女だけの問題ではなく，人間存在の根源的

問題に直結していることを改めて深く考'えさせられるのです。ところでこの物語が，そして

モーリヤックが聖書の:世界に遡源するのは，恐らくパスカルと同じ道を通ってであると奮い

得るで、 L.~ う lql)。パスカルは「パンセ」においてキリスト教弁証論を展関する擦に，まず

[押なき人間の惨めさJ(32)を徹底的に問題に致しました。それと同じ事をモーリガッタはd、
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説の71予をとってなしているのです。しかし彼らが人間の悲惨を描くのは人間を絶望に陥れる

為ではなし、。パスカルの言うように，それは人間が真理を見いだしたし、と願うように仕向け

る為である(33)。更に彼らの背後に i光はやみの中に輝いている。そしてやみはそれに勝た

なかったJ。というヨハネ福音書一章の言葉を想定することは，強ち無理ではないでしょ

う。人間の盲目と悲惨という閣を閣として描ききることによって，かえって神の恩寵の光の

強さが掛らかになるO この確信こそがパスカルの，そしてモーリヤックの信仰の根底にあ

り，人間の現実を見る眼を与えているのだと考えられるのです(34)。

ゲーテ， rファウストjと聖書

はじめに， ドイツを例にとって市民生活とキリスト教との関係についてお話しをしなが

ら，フランスの作家，作品をとり i二げるという，羊頭合掲げて狗肉を売る様なことをして参

りまじたので，最後にドイツ文学に方向を転じ，ゲーテの悲劇IJrファウストJにおいて，聖
書と文学の主題を考えてみたし、と存じます。

歴史的にみて， ドイツ国民文学の成立が.)レターによる宗教改革運動を母胎としている ζ

とについては，最早言葉を費す必要はないかも知れません。宗教改革によって，成程あの-;:1"'

シックの大聖堂に象徴される，中 i止的統一世界の理念は崩壊しさったのですが，そこから

精神の自由という新しい理念、が打ち建てられたのでーす。ノレターは，近代文学の展開it:.l;ゅて

の大前提であるこの精神ないし思想の自由とL、う理念をドイツ人に与えたばかりでなし

更に近代文学の表現の手段である言葉をも与えたのです。詩人ハイネはそれを次の様に述べ

ます。 rこのマルチン・ルターという男はわれわれドイツ人に行動の自由だド?でなく行動の
手段をも与えてくれた。たましいにからだな，思想、に言葉をあたえてくれた。づまりドイツ

語をつくってくれたのだ。それは聖書を翻訳することによってなされたのだßl~o ，."イネほ

更に，ノレターは近代文学成立の前提たる理念と手段を与えたのみたらず，彼自身が近代ドイ

ツ文学の出発点をなしていると言い切っております。 r私はニ iで、つけ加えておきたい。マ
ルチン・ルター自身が近代文学をはじめたということ。(中略〉ノレタ{のつくうた宗教教は

この近代文学の最初]の重要な現象となっていて，近代文学の一定の特徴をは平くも示してい

るということであるO だから近代ドイツ文学を語るものは，まずマJ!.--]'-ン・/レタ{からはじ

めるべきであって，ハンス・ザックスという名のニュルンベノレクの俗物などからはじめあば

きではけっしてない。二，三のローマン派の文士のふまじめな悪意、からハγス・ザ y グスを

ドイツ近代文学の始祖にまつりあげているのであるJ(36)。

近代ドイツ語の成立，近代文学の成立という接合的な歴史的現象において，ルターのみに

全てを帰すことは，詩人的直感による単純化の問題を当然はらんでいるとしても， ド。イツ近

代文学Eの発足点におけるルターの傑出した意義は疑うべくもないでありましょう。宗教改革

という，いわば文化大革命の渦中からその一環としてドイツ近代文学は生まれたのであり，

こうした誕生の背景を持ち，以後の精神史又社会生活においてキリスト教が中心的な位置を

占めるドイツにおし、て，多くの作品が聖書喜的背景を抜きにしては理解できたいでありましょ

う。それは所謂宗教的作品，或いはキリスト教的作家と呼ばれる人の作品についてのみの問

題七、はなく，より広範な作品領域においてであります。その一例として， ドイツ最大の詩人
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といわれるゲーテの「ファウスト」を挙げることが出来ます。

「ファウスト」がゲーテの最高の作品，或し、はドイツ文学史上の頂点とも言われながらも

現実に私共の関でどれ程殺しまれているでしょうか。よく難解であるからと言われます。一

つには翻訳の問題もあるでしょうが，更には本質的な原因が在ることも否定出来ないことで

す。青年時代に詩作に手を染めてから，その死のl直前まで六十余年をかけた詩人の生涯作で

あるこの作品には，詩人の全笑存がこめられており，又詩人を通して当時のヨオロッパ文化

がそこに凝集されているのですから，その理解においても読者の人間としての成熱度が必然、

的に求められるのであり，難解であるのは当然かもしれません。私共の理解は常に途上性に

あるものに過ぎないでありましょう。しかし~方において「ファウストjをその構成要素に

おいて考えるならば，それに関する無知，無理解がこの作品をいたすoらに近づき難くしてい

る原因ともなっていると思われます。私共の人間的成熟度に関しては，細々人の主体的，受

動的な全経験を通して深化して行くとしか言い様がないのですが，この作品を構成している

様々な要素に関する無知，無理解を除去して行きますならば，全ての古典と呼ばれるに応わ

しい作品においてそうである様に，この作品におL、ても，人間の現実と，在るべき姿として

の真実とが豊かに語られているのを次第に見出して行くことと忠われます。

「ファウストJの構成要素として，私はまず四つに集約出来ると考えます。一つは構想の

土台となったファウスト伝説。一つは時代精神。一つはギリシア・ローマの古典的伝統。…

つは聖書的伝統であります。そして勿論これらを統括しているのはグーテ自身の経験と天才

であります。私自身はゲーテ研究家てはなく，グーテの全体像の中でキリスト教がどの様な

意義を担っているかを論ずることは出来ませんが，グーテその人に対する前提的知識なし

に， iファウスト jという一個の作品を読みます時に，聖撃的伝統がこの作品において券常

に重要な意味を持っている事を看取せざるを得ないので、すoハイネによれば，グーテは同時

代人から「違大な異教徒」とL、う紳:名を奉られたということであり (37)，私共に殺しい彼の幾

つかの作品からしても，彼をキリスト教的作家，思想家と呼ぶことは出来ないことて‘す。し

かし今こ Lで問題とするのは，作者グーテが敬度なキリスト教徒であるかどうかではなく，

「ファウストJとL寸作品の理解にとっての聖書的伝統の関わりであります。アウダスチヌ

スの「告白」の中の，高名な修辞学者ヴィクトリヌスの I~心をめぐる，興味深い問題をは

らんだ挿話にもある如く，成程キリスト教徒であるかどうかの問題にとって「教会の壁J

"parIetes eccl巴siae“は重大な間j也てありましょうか明)，聖書を読むのはキリスト教徒だ

けではないし，そもそもキリスト教徒だけが聖書を書いたので・はありません。ファウスト第

二部の終結近く，メアイストの「これはどうだーーまるでヨブのように，からだじゅうが火

ぶくれだ。わが身ながらぞっとするj(39)。という科白がありますが，冒頭の天上の序曲での

神とメフィストの対話と，ファウスト博士をめぐる両者の賂と Lづ構成は藍ちに 18約聖書

の「ヨブ記Jの冒頭の構成を想起させます。書斎でヨハネ福音警の最初jの一節， r初めに
logos~ があった」。を訳そうとして苦心するファウストの場面。そして全編を通して堅議か
らの引用，聖書喜への暗示が散在しておりますO

和歌の手法に，本歌取りの手法がございますo意識的に先人の作の言葉，思想，趣向を取

り入れて歌を詠み，それによって限られた言葉の歌の世界が広がりと奥ゆきを持つことにな

るわけですが rファウストJの聖書:に対する関係も，まさにこの本歌取りであると言える
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かと思います。「役にも立たぬ神学」とキリスト教神学は持論されているわけで‘すがく46)，こ

れは諸学の女王として神学のj耳目輸を通して，全学問的営みの有する虚しさが言われてL、るの

でもあり，作品全体を通して，聖書的伝統は単純な否定の対象でも，又逆に肯定の対象でも

なし、のです。ですから本歌取りと言いましても，それは緊張，対立，否定，肯定を含む弁

証法的本歌取りと言わなければならないでしょうo こうして聖書的伝統が他の諸要素との

関わり Kあることによって， rファウスト」はより鮮かに人間の現実と真実を描く表現世界
を構築しようと Lているのです。全篇が何を語ろうとしているのか，手塚富雄氏は，名訳の

評判の高いその訳書の解説の中で 1-グーテは人間存在の不完全性，その『悲劇』性を覆う

ことなく見つめながら， しかもその意義を肯定したのだ，と思っている。どおいうふうに肯

定したのか，それはわれわれもグーテにならって成長を心がけながら理解を進めてゆくべき

だと思う J(4l)。と述べているが，まさにこのi':i代ギリシヤ悲劇に，更にはホメーロスに遡源

する，文学の主題としての人間の悲劇性が，ゲーテというその精神の本質において古典的伝

統に属する人間の作品の中で，一つの見事な形姿を取り得たのは，彼の古典主義が謹審的伝

統に深く関わることを通じてであります。勿論その際に，十六世紀末広出た最初のファウス

ト本の様に，教習11的，護教的意図を中心とする如きキリスト教との結びつきを見ること捻出

来ません(42)。ゲーテの!ブァウスト」に見出されるのは，あくまでも，こうした時代の号機

的要請の体現である直接的結合の否定を前提としつつ，なお弁証法的に関:わっている聖書的・

伝統であります。それはゲーテが劇の終結において，ファウストのきIl!を天上へとき1，きあげる

永遠の女性的なるものを，美の象徴ヘレナではなく，あの紫本i、な信仰心を持ヲて死んだグレ

ートヒェンの魂で表象せざるを得なかったことが象徴的に示していると思われます。

再びハイネの言葉を借りますが，彼は， rゲーテはキリスト教をはげLくにくんでさから
ったが，そのキリスト教から精神界の秘密をうちあけられた。ゲ}テはイエス・ギ哲ゑ bの

血をのんで，自然、のきわめて奥にひそむ声が開こえるようになった。それはラち殺レた龍:の

血の一滴がくちびるをねらしたときに，にわかに鳥のことばがわかるJ:う'l'1!;なったエーベル

ンゲγの英雄ジークフリートに似ているJ(43)。と述べておりますががまさに詩人ほぶく詩人

の魂の秘密を知ると申すべきであり，又この言葉は「ファウ示トJIヒ関lシて最もよ〈当ては

まると忠、われます。私はゲーテが敬度なキリスト教徒であるとか， rファウストJの本質は
キリスト教的作品，或いはキリスト教弁誌の文学であると主張するつもりはど:ぎかをせんO

ハイネは「ゲーテはイエス・キリストの血をのんでJと言っておりますが，これはジ品タヲ

リートの場合に合わせた比轍的な一つの表現に過ぎず，ゲザテにあっては，救いにとっての

イエス・キリストの絶対的意義は理解されておらず，従って彼にとって神と入閣は存在して

も，キリストは存在しておりませんO キリスト論なしのキリスト教というものはあり得ませ

んから，その点で彼は，聖書の全体的志向に関L，キリスト教の本来的理解に立っていると
は申せないでしょう。しかし，それが教会的でないとしても. rファウスト」において聖書
的伝統は，偶々素材や構想、のヒントとして用いられているのではなく，物語が深く人間の現

実と真実を描く作品として成立する為の本質的な契機をなしていることは明らかであのま

す。

ゲーテがその生涯をかけて，人間存在を一つの根源的な姿に彫刻し表現しようとした時，

「違大なる異教徒」と呼ばれる披が，激しく憎んでさからったキリスト教の根本たる聖書
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に，深く主体的に関わらざるを得なかったということ，それは孫悟空が勧斗襲に採っ‘て世界

の果まで飛んだつもりがお釈迦様の掌の外には出ていなかったという，私共に慰11操fの物語

を思い出させるのですが，聖蓄の内包する也:!fI-とf'i，かくまで巨大であると思われます。一

人の天才が、自己の生涯を額け尽くして，人間存在の秘密を採ろうとする際に，どうしても無

視するわけにはいかなかったもの，聖書とはそうした警であります。それは如何なる本題!こ

基づくものであるか。一つの理由は，聖警の射程が，如何に天才といえ，一人の入閣の経a験

の及び得る射程を遥かに陵駕しているからです。聖書はー人の人間の経験の集成でも，ま

して←時的体験から生れたものでもなく，雑多な部族から生長した民族と，その民族の英の

継承者としての自己理解を持つに致った，民族的枠を越えた共同体との二千年余りの腫史の

射程の中から，その経験の全ての重みを荷って生れたものです。それは一人の才知あふるる

作家，学者，叉全てを穏ったかの如き宗教家の思考の結果ではなL、。聖撃の言葉の背後に

は，二千年余りの長きに亙って，自己の全経験を一人の絶対者との関わりにおいて吟味せざ

るを得なかった，民族と民族を超えた共同体のその経験があるのです。ですから人間存在へ

の間を持って聖書に接近するi待，そこから無限の語り掛けを聞くことも可能となるのてeすO

以上，私共の身近な媒体を通し，三二つの作品を例として聖警と文学との問題を考えて参り

ました。両者の関わりの型は以上で尽きないわけですし，逆にドイツ，フランスの文学が，

全て聖書やキリスド教的背景なしには理解出来ないということも申せないでありましょう。

しかし重要な作家や作品が，私共のキリスト教や聖書的伝統についての適確な還解の深まり

と共に，その相貌を地々はっきりと現わすということは，これまでの例から理解L、ただける

かと思います。なぜなら彼らヨオロッパの文学者は，歴史的存在として彼らが生れ育った

精神世界に対して実存的に交渉し，自己を決定しなければならなし、からで‘す。それが，反

抗，拒否であっても，それは実存的交渉の結果であり，了度異教社会における信仰者の信仰
いな

が，意志的緊張を保たねばならないと同様，キワスト教世界における背教的「否Jは，近世

以障も長く意志的緊張を伴い，対極としてのキリスト教を意識せざるを得なかったからで

す。ですからゲーテの理解においても，更に近く，例えばニーチェの様な徹底的な反キリス

ト教の立場とその意義もその対極たる当時のキリスト教の摘確な理解を抜きにしては充冴把

握し得ないことでしょう。

文学の理解はそれを手にする人の成熟，人間的深まりを促すものですが，遊にその人の成

熟の度合によって限定を受けざるを得ません。又私共が自己のすぐれた主体的立場を確立す

るならば，それなりの独自の理解の境地が開かれることも言い得るでしょう。例えば，西国

幾多郎が禅によって自己の立場を縫立することで，独自のヨオロッバ哲学の理解が生れたと

いうことがよく言われます。しかし私共が，元来ヨオロッパの精神的伝統が生み出した作品

を，作者の本来百指した意、味世界において理解する，又はその世界に可能な隈り近づこうと

するならば，私共は単なる知識量の段階に停まらず，より主体的な聖書的伝統との交渉へ，と

敢えて身を投ぜねばならないでありましょう。それによって一方では，私共日本人の世界の

実相もよりはっきり乙見えて来るのではな~，かとも思っております。

〔完〕
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17 

Su，mmary 

The Bible and Lite:rature 

Seiji OSHIMA 

This 1巴cturewas given on 11th September 1975 as one of the public lectures 

entitled“For the d巴eperUnderstanding of German & French Literature"， which 

were held under the auspices of the faculty of literature. 

Christianity and Society in Europe 

1t goes without saying that the ullderstanding of a lirterary work i.s;J1ot l'lossible 

until we acquire the adequate rknowledge of the spirit of t:he world in w1it:ieh 11:$ 

author is brol/ght up and to which it is first addressed. Ch古istianiもyor tl:J，e Iiliblkal 

tradition together with the c1assical tradition is the ]むotherof the， euriO.:plea:n cflふ
ture. Christian humanism has fostered the ethos of th巴 europeansociety. 

As to the present european civ1lization，呂 genhahpltilosophet K. LowItn says 
as follows; today one universal technical civilization has dug out aIid demo:l:ishel!i 

the hellenistic-christian inheritance and brought forfh one historical w0fld wi出

one way of thinking which is no more hellenistic nor christian. But ftom soぉee:x問

periences during my two-y巴ars-stayin Germa11y， 1 would like to say主heeuropeah 

people live indeed under the new governing principle， but the traditiohal jJfInciples 

have still power more than we J apanese think i t does‘ 

The WiIter and his Society 

1n modern ages the writer is not always on in土imateterms with his， soeire<t;v 

like the craftsman in the Middle Ages. 1n the Middle Ages the latter could feel 

more at home with the society where lle lived， while both made a unity in one 

spiritual world i. e. Catholicism‘Since the Renaissance and tlle Reformation the 

writer has separ且tedllimself from tlle society and stood against the tradition be-

hind the society. The self-consciousness as the subject of his creative activities 

makes him feel foreign and uncomfortable in tlle society. He feels more conflict 

a:nd dissention witll the society in modern ages. T. Mani1 writes tlus conflicting 

existence of the writer in his short novel “Tonio Krδger". 

Under such CI'rcumstances the relation between christian trad'ition ai1d litera 

ture is not so simple as in the Middle Ages. But one cannot say the b"iblical tra-

diti0n is not important to the i110dern 1iterature ai1y i110re. 1t ha:s still the esさl:H炉
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cial significance in many masterpieces of l110dern writers and poets. It not only 

provides materials for the works， but a150 gives the "raison d'etre" of the works. 

It can be said that the precise knowledge of the biblical tradition is indispensable 

for the deeper understanding of the european litera世ure.

P. Verlaine and Catholicism 

P. Verl旦ine，ol1e of the most popular french poet in )apan， is known chiefly as 

a lyric and sentim巴ntalpoet or a typical “decadent". It is not so widely known 

and evaluated that he is the author of "Sagesse"， a collection of poe111s which were 

bom through his conversion. The religious poems in this anthology are criucized 

to be monotonous and tedious by one of representative japanese students of french 

li t巴ratureon the one hand， but Oll the other hand this anthology is said to be a 

Pascal sung in poetry， or a revival of wh乱thas been forgotten since the Renais-

sance and he is said to be the most significant poet Wh0111 the cathlic church has 

found since that time. "Sag巴sse"wi th i ts deep religiousness is a radical cri tique 

against the culture of the 111ature age cal1ed "fin de siec1e'¥and also a cri tique 

against the l11ain artistic current of the age，‘'l'art pour l'art". 

F. Mauriac and the biblical tradition 

F. Mauriac is called a catholic writer， not because he seeks materials in Ca-

tholicis111， nor because he writ巴sfor the sake of the church， but because l1is cre 

ative activity is fundam巴ntalysustained by christian faith. He has two eyes， one 

is that of a modern writer， and the other of a pious believer. As a modern writer 

he lays bare thoroughly the actuality of a human being like l11any other writers 

But what gives him his c1eep insight into human nature and his unique depiction 

of it， is his faith. ln his novel.“Therese Desqueyroux" he attempts to describe the 

same them巴 withPascal in a form of novel， namely‘'1'ho111me sans Dieu". He 

believes， just as Pascal， that the depiction of the blinclness and l11isery of a 

h¥.Jman being makes c1ear the light of grace of Gocl in the same time. 

W. Goethe a:nd the biblical tradition 

W. Goethe is said to have been called “the great heretic" by his c0111patriQts. 

It is right to say that he is not a pious christian. But his lifework“Faust" carulOt 

be fully understood without the pr巴ciseknowledg巴 ofthe biblical tradition. The 

use of the biblical tradition il1 this work is not only for the sake of material USe， 

but for the illuminatiol1 of the subject of the work. The cooperation of the c1assi-

cal and the biblical tradition in the genius of Goethe gives birth to the master-

piece in which actuality and reality of a human being is distinctively sculptufsd. 
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